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ヘンプミルクなど）は、全体的な栄養成分が乳製品と
類似していないため、乳製品の一部として認められて
いない。
　政府と業界の努力にもかかわらず、米国人口の約
90％は、「食事ガイドライン」の乳製品摂取の推奨事項
を満たしていない。米国の一人一日当たりのチーズと
ヨーグルトの消費量は1970年以来３倍以上に増加し、
すべての乳製品の消費量は1987年に1.57カップ相当で
ピークに達した。1990年代から2000年代にかけて、人々
は飲用乳を飲む量を減らしたが、他の乳製品の消費量
の増加で多かれ少なかれ相殺した。2009年における米
国の乳製品の消費量は、一人一日当たり1.55カップ相
当であったが、その後の飲用乳消費量の減少速度が速
かったため、2019年には1.49カップ相当となった。
　米国の飲用乳消費の将来は、全体的な傾向だけでな
く、どの消費者が最も消費量を減らし、どのように減
らしているかにも関わっている。最近になってERSの
研究者は、米国の年齢層間の飲用乳消費傾向を調査す
るために、2003年から2018年にかけてUSDAと国立保
健統計センター（疾病管理予防センターの一組織）が
共同で計画・実施した食料摂取量調査結果を分析した。
この調査では、参加者が24時間の食料摂取量を報告し
た。彼らは、何をどれだけ食べ、飲んだか、食べ物
や飲み物を単独のアイテムとして消費したのか、他の
食品と組み合わせて摂取したのかを記録した。ERSの
研究者らはまた、2013年から2018年の間に収集された
スキャナーデータを調査し、その期間に各世帯が小売
店でどの製品を購入したかに関する詳細情報を調査し
た。この研究の成果は、家庭における飲用乳、植物由
来の代替乳、その他の潜在的に競合する飲料の購入の
間の変化する関係をより深く理解するのに役立ってい
る。以下では、その概要を紹介する。

２．飲料としての飲用乳
　2003年から2018年にかけての食料摂取量調査では、
米国の人々は主に飲用乳を飲料として消費しているこ
とが確認されている。しかし、同じ時期に、あらゆる
年齢層の人々が飲用乳の消費量を大幅に減らした。
　子供（Children、12歳以下）の一人一日当たり飲用
乳消費量は、当初、2000年代に変動した。子供の飲用
乳消費量は、2003-04年に1.07カップ相当、2009-10年に1.0
カップ相当と測定された。しかし、2010年代には、飲
料としての一人一日当たりの飲用乳消費量は子供の間
で着実に減少し、2017-18年には0.79カップ相当に減少
した。また、2011-12年以降の若者（Teenagers、13歳
～19歳）と成人（Adults、20歳以上）の一人一日当た
り消費量も確実に減少した（図２参照）。

３．その他の食品に含まれる飲用乳
　米国の人々は、シリアルに飲用乳を注いで摂取して

米国の飲用乳消費をめぐる情勢
－ 消費量の減少傾向が継続し、回復は困難なことが判明 －

　米国における飲用乳の消費量は70年以上にわたって
減少傾向にあり、2010年代には過去60年間よりも速い
ペースで減少した。米国農務省経済統計局の調査結果

（2022年公表）によると、2003年から2018年にかけて、
米国のあらゆる年齢層の消費者は、飲用乳の主な摂取
方法である飲料としての消費量を減らした。

１．飲用乳消費量の減少
　飲用乳は、長い間、米国のほとんどの家庭における
主要な食料品であった。しかし、食習慣の変化ととも
に、一人一日当たりの飲用乳消費量は減少傾向にある。
米国農務省（USDA）経済調査局（ERS）の食料摂取
量調査によると、米国の一人一日当たりの飲用乳消費
量は過去70年間にわたり減少した。近年においては、
1990年から2000年の間に、0.78カップ（１カップは
240cc、以下同じ）から0.69カップに11.5％減少し、続
く2010年までの10年間には0.62カップ（10.1％減）となっ
た。さらに2010年代には、過去60年間のそれぞれの10
年間と比較して最も速いペースで減少し、2019年には
0.49カップとなり、2010年より21.0％減少した（図１参
照）。飲用乳には、プレーンミルクやフレーバーミルク、
モルトミルク、エッグノッグ、ホットチョコレートな
ど、ミルクベースの飲料が含まれる。
　2020年から2025年までの米国人のための「食事ガイ
ドライン」では、年齢、性別、身体活動のレベルに応
じて、一人一日当たり２～３カップ相当の乳製品を摂
取することを推奨している。そこでは、飲用乳１カッ
プ、ヨーグルト１カップ、ナチュラルチーズ1.5オンス、
プロセスチーズ２オンスが、毎日の乳製品摂取の推奨
量を満たすためのそれぞれ１カップに相当する。強化
大豆飲料１カップも乳製品１カップ相当としてカウン
トされるが、他の植物ベースの製品（アーモンドミル
ク、ライスミルク、ココナッツミルク、オーツミルク、
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ソフトドリンク、100％ジュースとジュース飲料、ボ
トル入り飲料水、コーヒーと紅茶の購入量を調査した。
しかし、ある飲料の消費が別の飲料の消費によって相
殺されたという証拠をほとんど見つけられなかった。
つまり、飲用乳とこれらの他の主要な飲料カテゴリー
との間の競合は、その年の飲用乳購入にほとんど影響
を与えていないことがわかった。
　一方、アーモンドミルクや豆乳などの植物由来の代
替乳が飲用乳と競合するという証拠がある。食料品小
売店のスキャナーデータを使用したERSの調査では、
これらの飲料の販売が飲用乳の購入に悪影響を及ぼし
ていることが確認されている。それでも、植物由来の
代替乳の売上増加は飲用乳の売上減少よりもはるかに
小さいため、植物由来の代替乳では全体的な飲用乳の
減少傾向のごく一部しか説明できない。したがって、
植物由来の代替乳は、飲用乳の減少傾向に影響してい
る可能性があるものの、それらの減少の主な推進力に
なった可能性は低い。

５．飲用乳消費の拡大策と展望
　全国学校給食プログラムなど、USDAが講じるいく
つかの政策プログラムでは、飲用乳やその他の乳製品
の消費を奨励している。これには、女性、乳児、子供
のための特別栄養補給プログラム、スペシャルミルク
プログラムなどが含まれる。例えば、全国学校給食プ
ログラムに参加している学校では、１回の給食に１
カップ相当の飲用乳を各生徒に提供しなければならな
い。
　ERSの研究者は、６歳から12歳の子供と13歳から18
歳の若者の2003年から2018年の食事記録を分析して、
学校において子供は飲用乳の35％を摂取し、若者は同
じく25％を摂取していることを明らかにした。なお、
両グループの飲用乳の消費量は、学校が開校している
平日の方が休校している週末よりも多かった。
　また、酪農家と飲用乳加工業者は、USDAの農業マー
ケティングサービスの監督下で運営されるチェックオ
フプログラムに出資している。飲用乳加工業者が資金
提供する飲用乳消費促進プログラムは、ジェネリック
広告（特定のブランドではなく一般的な製品を宣伝す
るように設計されている広告）を通じて、米国で生産
された飲用乳製品の市場と用途を維持および拡大する
ことを目的としている。さらに、酪農家と乳製品輸入
業者から資金提供を受けている全米酪農振興研究委員
会は、あらゆる種類の乳製品とその原料の売上と需要
の拡大のために活動している。
　しかし、2017年のERSの調査によると、毎年、何千
もの新しい飲料製品が米国市場に投入されており、飲
用乳と競合する可能性がある。これらの新製品には、
飲用乳のほか、炭酸飲料、フルーツ飲料、ジュース、
エナジードリンク、スポーツドリンク、フルーツフレー
バー入り飲料水など、さまざまな飲料製品が含まれる。
これら飲料製品の市場競争は、部分的には価格による
ものである。また、製品パッケージには、風味の違い、
USDAオーガニック認証を受けているか、天然由来で
あるか、プロバイオティクスが含まれているか、カ
ルシウムが含まれているか、乳糖を含まないか、遺伝
子組み換えでないか、人工甘味料が含まれていないか
などの特徴が強調されている場合もある。米国におけ
る将来の飲用乳の消費動向は、飲用乳加工業者やその
他の飲料メーカーが、消費者にとって最も魅力的な特
徴の組み合わせを研究し、その効果を予測する能力に
よって形成される可能性がある。

いる。しかし、2003年から2018年の15年間に、このよ
うに消費される飲用乳は減少し、最も急激な減少は
子供世代にみられた。子供一人一日当たり消費量は、
2003-04年の0.39カップ相当から2017-18年の0.25カップ
相当に減少した。
　米国で飲用乳を摂取する３つ目の方法は、コーヒー
や紅茶などの飲料に飲用乳を加えることである。2000
年代から2010年代にかけては、人々がこのように消費
する飲用乳の量に統計的に有意な変化は検出されな
かった。成人は2017-18年に2003-04年とほぼ同様に、
一人一日当たり0.09カップ相当の飲用乳を非乳製品飲
料と一緒に消費した（図３参照）。

４．飲用乳消費の減少傾向の様々な要因
　飲用乳消費量の長期的な減少傾向の背景には、世代
間における食習慣の違いがある。2013年のERS調査報
告では、新しい世代は前の世代よりも飲用乳の消費量
が少ないことが示されている。たとえば、1970年代に
生まれた人は、1960年代に生まれた人よりも、10代、
20代、30代における飲用乳の摂取量が少なかった。ま
た、1980年代と1990年代に生まれた人は、1970年代に
生まれた人よりも成人期に飲用乳の摂取量がさらに少
ない。世代間のこれらの違いは、子供の頃の彼らの独
特な飲料消費志向を部分的に反映している。10年ごと
に、スーパーマーケット、レストラン、その他の飲食
店において、より多くの飲料の選択肢が発生している。
　栄養士の調査結果では、1980年代から1990年代にか
けて、ソフトドリンクやジュースなどの砂糖入り飲料
の消費量が増加し、飲用乳に取って代わりつつあった
ようだと指摘している。しかし、近年、米国の一人当
たりの砂糖入り飲料の消費量も減少している。ERSの
研究者らは、2013年から2018年までの家庭の飲料選択
に関するデータを使用して、食料品小売店での飲用乳、


